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》 南無妙法蓮華経そ戒そm尋敢敢し敢敢三此そざ此悩尋敢

法華経 一 衆生 仏 要 法 妙法蓮華経 五 法華経 中

南無妙法蓮華経 七 御題目 日蓮大聖人 御書 中 五 七

題目 表現 い 中央 南無妙法蓮華経 七 題目

示 い いう

南無 帰依 帰 自 生 掛 自 生 妙法蓮華経 法 信

いう意味 南無妙法蓮華経 あ 仏 側 立

仏 う悟 い 南無 い い

一番中心 根 南無妙法蓮華経 示 いう 一 衆生 仏 一

衆生 側 立 顕 い いう あ 様 私 唱え 南無

妙法蓮華経 御題目 示 南無妙法蓮華経 意味 あ 日蓮

大聖人 自 書 南無妙法蓮華経 南無妙法蓮華経 御題目 弟子 御信者

共 手 合わ 法華経 行者 唱え あ

御 南無妙法蓮華経 題目 一般的 漢 書体 南無妙法蓮華経七文

中 法 体 変 法 中心 法以 文 一部 長 左右 伸

い 姿 髭 見え 昔 髭題目 来 御

四隅 東西南 護 表 四 王 精神世界 表 動明王愛染明王 表 い

考え 森羅万象 中心根 南無妙法蓮華経 法 源 中心 顕

森羅万象法界 等 拡 一 衆生 仏 広宣流 姿 表 い あ

形態 表現 い 髭題目 無 法 森羅万象 あ

意味 表現 題目 表現 適 あ 思い

妙 森羅万象 中 最大最高 思議 迷心 心 品 無明。生

わ い 退治 断 出来 い暗黒 心) 持 い 凡

抱い 仏 出来 いう 法華経以前 経 否定 来 一

衆生 仏 唯一 思議 法 法華経 妙法蓮華経 中 い いう意

味 あ

法 妙 い 法 意味

蓮華 仏 妙法 衆生 明 蓮華 譬え 使い 森羅万象

全 生 永遠常 あ 全 生 繋 い 当然 仏 生 繋



い 因果俱時 瞬間瞬間 生 中 原因 結果 時 い あ

親 原因 子供 結果 産 子供 原因 孫 産 子供

結果 あ 原因 あ あ 昨日 今日 明日 様 全

生 去 現 来 永遠 合 わ い 生 質 示 い

蓮華 禅宗 拈華微笑 様 体 百人百色 解釈

生 様 蓮華 い

経 妙法蓮華 い 御経 いう意味 あ

中央首題 森羅万象 生 質 根 中心 法 あ 時 十界

生 わ 仏 生 顕 い あ

「 日蓮そじ下じ三此そ

》 南無妙法蓮華経 日蓮 法 人 一箇 人法一箇

人 法 一体 法華経 行者 仏 姿 示 い

」 御 若戒じざ敢し戒そ

龍 法難 於い 法華経 行者 人法一箇 仏 手 示 法 自

覚 持 日蓮大聖人 永遠常 生 御 顕 い いう意味 あ

現実 日蓮大聖人 法 永遠常 人間 生 い

時代時代 主 日蓮大聖人 代 顕 い

日蓮大聖人自身 書 当然 日蓮 花押 日蓮大聖人亡 後

日興 人 御 書 う あ

日蓮大聖人 日興 人 日目 人 祖 日蓮 宗以 日蓮宗系各宗派 日興

人 様 御 書い い 徐々 『」 部 「 」 位置 持

来 書い 人 著 常態 行 宗派 主

大難四ヶ 難数知 法華経身 法華経 行者日蓮大聖人 人法一箇 生 方

い い 中央 南無妙法蓮華経 自 前 書 値 無 」重

法 あ

日蓮 御 日蓮大聖人滅後 日興 人 日蓮大聖人 法 根 教え

踏 え 顕 日蓮 宗 独自 姿 あ



『 動明王さつ正敢敢m尋敢つ敢敢

生死即涅槃 一 衆生 限 繰 返 生死 世界 仏 生 わ

宵 愛染明王戒じ若此そm尋敢つ敢敢

煩 即菩提 一 衆生 限 い迷い 煩 中 仏 生 わ

『 宵 無量無 無限 精神世界全 網羅 法華経 行者 護

日蓮大聖人 最初 顕 文永里 》「】》 才辛 》《 重日

相州 間依智郷 あ

御 集目録 立 国會発行 山中喜八編集

番 ～ 初期

中央首題 南無妙法蓮華経 日蓮 花押

動明王 梵 愛染明王 梵 日 無 讃文 無

配 あ 後 四 王 四隅 配 現実 東西南 国土認識

え 行 初期段階 あ 生 心 世界 顕

あ 絶対必要 目 顕 初期段階 骨格 理解

あ

家 南無多宝如来そ戒mつ下戒し敢敢そ尋敢三戒じ

去世 い 多宝如来 東方世界 宝 国 仏 あ 仏 前 菩薩 修行

中 私 仏 亡 後 来 法華経 仏 現 時 い

時代 あ う い 国土 あ う 駆 宝塔 湧現 法

華経 真実 法 あ 初 聴い 信 出来 呆然 迷 い 衆

生 私 経験 踏 え 法華経 一 衆生 仏 唯一 法 あ いう 真実 証明

う 誓 立 法華経証明仏 あ

家 】 里 重 》《 》 》 》里 》重 「《 「》 頭 南無 帰依 帰

全 南無妙法蓮華経 法 悟 主体 あ 必要条件 あ

仏 菩薩 者等 個人 帰 帰依 い 意味 あ



】 南無釈迦牟 仏そ戒mつ上尋戒悩戒mつそじ刷つ下つ

生涯 里『《《《 経 い 釈迦牟 仏 信仰 敬 法華経 い

釈迦牟 仏 悟 根 あ 南無妙法蓮華経 法

里 南無 行菩薩そ戒mつす尋敢つざ尋敢つ刷敢上戒下つ

里 重 》《 》》 四人 菩薩 従地涌出品第十五 地涌 菩薩

代表 び出 四人 中心者 行菩薩

如来神力品第 十一 い 来 法 南無妙法蓮華経 法 通 法華経

肝要 妙法蓮華経 行菩薩 代表 釈 四菩薩 地涌 菩薩 南無妙法

蓮華経 法 嘱 法 継承 ン ッ

重 南無 行菩薩そ戒mつす敢つざ尋敢つ刷敢上戒下つ

四菩薩 番目

》《 南無無 行菩薩そ戒mつmつし此そざ尋敢つ刷敢上戒下つ

四菩薩 番目

》》 南無 立行菩薩そ戒mつ戒そ三尋つつざ尋敢つ刷敢上戒下つ

四菩薩 四番目

》「 大持国 王正戒じすじ悩敢悩つ下此そそ敢敢

東方世界 護 善神

※神 ス 教 ユ ヤ教 イス ム教や神 主張 地創造神 無 仏教

あ 仏 手助 立場 仏 地 神 垂迹 仏 衆生 救う

仮 姿 借 世 中 現

》」 大毘沙門 王正戒じ刷じ上尋戒m敢そ下此そそ敢敢

方世界 護 善神

》『 大廣目 王正戒じ悩敢つm敢悩つ下此そそ敢敢



西方世界 護 善神

》宵 大増長 王正戒じ若敢つ止尋敢つ下此そそ敢敢

南方世界 護 善神

》「 》」 》『 》 宵 四 王 無量無 無限 東西南 森羅万象 広大無 全世

界 網羅 法華経 行者 護

》家 乱者頭破七 そ尋戒悩つそ敢つ三戒そ上尋戒若つし戒しじ下じ刷つ

一 衆生 仏 法 あ 南無妙法蓮華経 理 法 信 出来 い者 自

思考 中心 い 考え 真理 理 心 乱 裂 頭 心

法華経 羅 品第 十六 法者 乱 頭破 七 あ

妙楽大師 法華経文 巻四 中 薬王菩薩 品第 十 解釈 法華経

持経者 罪科 表 言葉 》「】重 定着 動

》】 供養者福 十 つ悩つ尋敢つ上し戒さつ悩つ悩戒すつつざ敢敢

一 衆生 仏 真実 南無妙法蓮華経 法 供養 者 仏 仏 優 資質 表現

仏 十種 前 十 言う 優 妙楽大師 法華文 巻四

中 薬王菩薩 品第 十 様 能 是 経 持 者

亦復是 如 一 衆生 中 於い 亦 第一 法華経持経者 表

言葉 》「】重 定着 動

》里 南無文殊師利菩薩そ戒mつm敢そす尋つ上じ三じ刷敢上戒下つ

迹仏 仏 衆生 衆生 機根 合わ 多種多様 特質特 持 権

仏 教 菩薩 代表者 提婆 多品第十

》重 南無普賢菩薩そ戒mつさつざ此そ刷敢上戒下つ

》里 文殊師利菩薩 共 迹仏 教 菩薩 代表者 普賢菩薩勧発品第 十

八



「《 南無舎利 者そ戒mつ上尋戒三じし敢下つ上敢そす尋戒

釈 十大弟子 一人 智慧第一 方便品第

「》 南無迦葉 者そ戒mつ悩戒上し敢つ上敢そす尋戒

釈 十大弟子 一人 頭 第一 釈 滅後 仏 結集 法蔵第一番 授 品第

六

「「 大梵 王正戒じ刷敢そ下此そそ敢敢

仏法 護 善神 時 娑婆世界 主

「」 帝釈 王下戒じ上尋戒悩つ下此そそ敢敢

仏法 護 善神 釈提桓因 書 あ 大梵 王 大 王 大日

王 帝釈 王 列 王 表現 共通 損 わ え 釈提桓因 表現

意味 必要 無い 思わ 昔 日 人 一般常識 帝釈 王＝

釈提桓因 知識 あ 現代人 無 意味 伝わ い

「『貫第六 魔王正戒じ三敢悩つ下此そm戒敢敢

法華経 行者 仏 求 信行 邪魔 法華経 行者 信心 仏 求 真

実 否 試

治病抄 全重重】散 品 法 梵 帝釈等 顕 品 無明 第六

魔王 顕 品 法 全 生 然 わ 仏

生 品 無明 全 生 然 わ 断 出来 い 地獄 餓

鬼 畜生 修羅 人間 迷心 心 生

「宵 大 王正戒じざ戒下つ下此そそ敢敢

夜空 星 中 一番大 い あ 自然界 夜中 護 善神

「家 大日 王正戒じそじ下じ下此そそ敢敢

昼 星 中 一番大 い 自然界 日中 護 恵 善神



「】 大明星 王正戒じm尋敢つす尋敢つ下此そそ敢敢

日 共 星 代表 一等星 数十倍 量 持 暮 空 現

一番星 最初 最大 日 出前 東 現 明 明星 日 後 西 現

明星 金星 昼夜 中間 繋 星 神格 護 善神

「里 鬼子母神悩じ上じm敢すじそ

十人 長女 十女 十羅刹女 手 自 子供 千人 万人 称

養い育 エ 々 人 子供 誘拐 殺 食 釈 嘆

悲 被害者 悲痛 え 聞 鬼子母神 千人 万人 子供 中 一番 子 隠

鬼子母神 狂人 あ あ 所 何 何 探 見

万策 只一ヶ所 探 確認 い い出来 絶対 会い い釈 所 方

行 釈 隠 い 子供 鬼子母神 前 出 あ 千人 万人

山 子供 中 一人 い 貴女 悲 計 知 い 貴女

来 人 子供 誘拐 殺 食 子供 親 弟 親戚 人 知人

悲 深 想像出来 法華経 通 諭 法華経 教え

身 振 返 反省 鬼子母神 十羅刹女 共 今迄 謝 謝 い 何

生 変わ 償い い罪 償う 法華経 行者 護 子

供 釈 誓 あ 鬼 角 ｀ 思 書

直 思子母神 子 思う母 神 表示 い 変毒 薬 罪人 仏

い法 依 信仰 反省 仏 出来 明 い

人間 偏執 愛 殺人鬼 生 い 十界 生 象

殺人鬼 あ 鬼子母神 表 いう 宗 完全無 迷い 無い慈悲深

い塊 様 表現 汚 微塵 表現 い 仏像 菩薩像 私

生 醜 汚 地獄 凡 果 い 貴 仏界 生 あ

余 顕 い 日蓮大聖人 あ

「重 十羅刹女す尋つつ三戒上此下つそ尋敢

「里 参考

」《 提婆 多正戒じ刷戒正戒下下戒



釈 従 弟 あ 釈 師匠 出 釈 自 方 優 い 慢

心 抱 釈 殺 自 釈 代わ 仏教教団 今以 繁栄

考え 釈 篤信供養者 あ 婆娑羅王 息子 闍世王 結 闍世王

父 殺 自 釈 殺 計画 立 実行 失敗 報い

生 乍 地獄 堕 釈 地獄 提婆 多 会い 行 あ 生前

法華経 縁 来 王如来 いう仏 仏 伝え 帰

来 弟子 釈 殺 う 地獄 堕 提婆 多 対 釈 行動

審 抱 釈 提婆 多 去世 釈 修行 時 私 人 い

う師匠 あ 縁 私 今 釈 仏 衆生 妙法蓮華経

法 伝え 出来 生 等 仏 生 わ い 世 中 》

《《％ 人 》《《％善人 無 全 生 十界 あ 明

意義 示

」》 闍世王戒す尋戒上此敢敢

」《 参考

父 殺 母 殺 う 時 釈 強 教訓 目覚 反省

法華経 信仰 目覚 以後 生前 父 様 法華経 信仰 仏教供養 生 方

」「 転輪聖王下此そ三じそす尋敢つ敢敢

武力 用い 南無妙法蓮華経 法 全世界 和 統治 理想 王

」」 大龍王正戒じ三尋つつ敢敢

大海 水底 あ 竜宮 大海 中心 世 中 護 法華経 行者 護

善神

」『 修羅王戒上尋つ三戒敢敢

帝釈 戦う 神 あ 機縁 法華経 行者 護 善神

」宵 照大神下此そ上尋敢つ正戒じすじそ



伊弉諾 い 伊弉冉 い 第一子 日 来大和朝 祖 神

」家 八幡大菩薩し戒下じm戒そ正戒じ刷敢上戒下つ

日 来 農耕神 々 八幡大明神 東大寺建立 当 銅産神 大仏造立

助 意義 仏教 関わ 深 初期 神仏混合 象 皇

菩薩 贈 八幡大菩薩 源氏 戦争 当 源氏 八幡大菩薩 軍神

源氏 滅ぼ 政権樹立 鎌倉幕府 鶴ヶ丘八幡宮 中心 都

民衆 権力 あや 様 八幡大菩薩 全国 様 日 津々浦

々 現代 神 日蓮大聖人 八幡大菩薩 地 釈 日

独自 」宵 」家 諸 善神 法華経 法 場 前 無い 諸 善神 あ

当然参集 い あ 考え 御 書 入 い

照大神 八幡大菩薩 定着 後 建治

以前 書 書 あ

」】 大師下此そ正戒じ正戒じ上じ

中国 大師 智 一 経 学 法華経 最勝 法 悟 法華経解

文 玄義 観 大部 表 南 七 諸宗 破 五時八教 釈 一

代 法 五時 華厳時 含時 方等時 般 時 法華涅槃時 儀 四教 仏

衆生 教 方法形式 頓教 漸教 秘密教 定教 法 四教 仏 衆生

仏 教え 容 蔵教 通教 教 教 類 法華経 最勝

依経

日蓮大聖人 国四師 言 イン 中国 日 国 渡 釈

大師 伝教大師 日蓮 四師 法華経 系譜 び 師伝承 中味 あ 南無妙法蓮華

経 法 根 御 書 顕

」里 伝教大師正此そざ尋敢つ正戒じ上じ

中国 大師智 法華経最勝 教え 日 伝え 法華経 大乗 壇建立 朝

い出 最澄

」重 仏滅後 千 百 十余 之間一閻浮提 曾 之大曼荼羅也刷つ下つm此下つざ敢 そじ上此そそじし尋戒



悩つ上戒そす尋つつ尋敢そ此そそ敢戒じ正戒 じ下じ此そ刷つ正戒じそ敢つ下じ mじ若敢つそ敢 正戒じm戒そ正戒三戒

日蓮大聖人 大師 伝教大師 法華経解釈 踏 え 釈 入滅 B（重『重 定

法》《《《 終わ A）宵》 像法》《《《 終わ A）》《宵》 A）》《宵「 法

いう計算

日蓮大聖人 御 顕 》「】》 龍 法難直後 初期 仏滅後

千 百 十余 顕 》「】宵 身 入山 目 仏滅後 千 百 十余 十 進

顕 様 実際 千 百 十余 》「里》 ６ 前倒

熱原地方 幕府 政等 状況 あ わ 来 い 状態 考慮 法 時代条

件 象 的姿 断 十余 改 西暦》「里》 四 現 「《》宵 】」 『

経 い 数 算 仏滅後「重家《余 書 い

あ いう 御 意味 深義 連繋 い あ 書い

人間 前 書 意義 あ ン ボロン

花押 変 》「】里 家 「 宵日 日女御前御返 全》「『宵散 初見

変 定着 行

代々 主 顕 権能 持 い 日蓮大聖人 法 全 相承

い 等 妄想 頑迷 言い張 人 い 代々 主 仏滅後「「」《余 時

い い 日蓮大聖人 様 熱原法難 農民 様 法華経 行者 無い あ

熱原法難 仰 見 御 書写 担当者 あ

釈 伝教 法華経 系譜 踏 え 顕 始 釈 伝教

超え 法華経 行者 師弟一箇 法華経身 仏 一 衆生 仏 久遠 初

因妙 一念 千 法 顕 あ 板や紙 顕 曾

久遠 初 因妙 一念 千 法 中味 容 顕 釈

伝教 超え 一閻浮提 森羅万象 中 於い 曾 大曼荼羅 あ

『《 現当 世下戒m此ざ此そ下敢つそじ上此

現当 世 現 来 世 いう意味 去世 省略 表現 い

来 意味 去 現 来 世常 いう意味

『》 授 之す尋つ尋敢そ敢



御 個人 前 特定多数 御 印 書

い 個人 前 あ 信仰心 持 御 持 人 いう

意味 あ

『「 昭和四十 一 七日上尋敢つ与戒尋敢そす尋つつそじそ此そじ下じざ戒下つそ戒そ敢悩戒

日 人 》重家】 》 】日御 書い 日

『」 第六十六世 日 花押 奉書写之正戒じ家家上此 そじ下下戒下つ 悩戒敢敢 し敢つ上尋敢上尋戒上じ

日蓮 御 示 御 現実 日蓮大聖人 生 顕 出来

時 主 日蓮大聖人 代理 書 いう 時代 主 前 花

押 フ ン 印 大石寺六十六世日

奉書写之 之 書写 奉 私 書 之 壇 写 奉

意味 主張 人 い 壇 容 い 壇 源

各寺院 番 各 庭 番 いう ン あ 壇 写

無 久遠 初 因妙 一念 千 人法一箇 師弟一箇 中味 法

顕 物 全 あ 日蓮大聖人自身 之書 図之

示 書い いう意味 あ

※

○ 久遠 初 因妙 一念 千 人法一箇 師弟一箇 森羅万象全 生

繋 い 支え支え あ 全 生 い 一 衆生 仏 法 一

衆生 伝え 顕 自体 法 あ

○四 王 東西南 無量無 無限 千大千世界 示 日 空 昼夜 区

無量無 無限 世界 示 転輪王 大龍王 大地 大海 無量無 無限 世界

示 提婆 多 鬼子母神 動明王 愛染明王 示 心 世界 無量無 無限



世界 示 森羅万象 中心根 法 あ 南無妙法蓮華経 法 表現 い

○ 須弥山 森羅万象 中心 あ 仏 シンボ 表現 い

置 部 須弥壇 表現 意味 示 い

○ 南無妙法蓮華経 法 場 あ 霊鷲山 再現 い 仏 シンボ

○ 宝塔涌現 南無妙法蓮華経 仏並 世常 南無妙法蓮華経 法

来 立体臨場 場面情況 板 紙 面 表現 い

○ 人法一箇 師弟一箇 仏 表現 い

○ 森羅万象一 衆生 生 十界 一念 千 写 鏡 あ 方 生

南無妙法蓮華経 根 中心 う い あ 自身 生 写 い

示 い あ

○ 眼 見え い 確 心 空気 引力 》＋》＝「 様

全 等 理 一 衆生 教え伝え 生 黒板 書い 曾 あ

法 物 表 法→物 示 物自体 法 い あ

物 拝 物 奥 眼 見え い法 想起 信仰 い い あ

法→物→法 物 拝 法 立 返 法⇔物 信心 あ 仏

あ

○信 持 物 日々生身 仏 如 給 勿論 持 者

自 生 掛 生 等 護 い 物 故

灰燼 帰 法 無 物 永遠常 無 顕 い 法 永遠

常 理 物 給 生 掛 無い者 法

出来



○ 物 あ

仏 求 信心修行 者 向 い合 一体 所 初 信仰 対

象

信仰者 無 憎 対象物 あ 奇妙 紙

板 黒塗 位牌 様 物 見え い あ え日蓮大聖人

書 物 あ 宗 寺院 置 い 私 信仰者

拝 信心修行 出来 物 寺院

信仰 ニセ物 あ 立 い あ 物 否

謗法 場所 無い 否 時 自 信仰 物 否 振 返 い い

あ

○ 十 一日 日蓮大聖人 余 十七 釈 伝教 比較

出世 懐 仏法 完 示 宗旨 建立 あ 日蓮大聖人

顕 中味 あ 建長五 四 十八日 宗旨建立 称 人々

い 建長五 四 十八日 宗旨 根 あ 顕 い い

宗旨 建立 い 建長五 四 十八日 法華経 行者 出発 日

あ 立教開宗 来 意味 あ

壇 全 根 源 番目 寺 番目 各 庭

各 庭 信心 い 駄目 御寺 参詣 い 駄目 壇 御参

血脈 流 仏 得 い 言う ン う

嘘 や 言う人々 い 一 衆生 仏 顕 ン

無い あ 全 中味 十 一日 日蓮大聖人 感得

眼 見え い 確 悟 出世 懐 宗旨 顕

あ 中味 見 ン

中味 法 う いう矛盾 満 法 信仰 い う あ

○森羅万象全 生 繋 い 全 生 御 い 支え支え あ 全

生 い 地獄 生 仏 生 繋 い 全 生 等

全 生 仏出来 資格 然 持 い 顕 い あ



○ 病気 治 御金 儲 無 いう自 希望欲望

現世利益 踏 手段 対象物 自 生 わ 仏 確認 自覚

あ

法華経方便品第 開結》家家散 諸仏世 唯一大 因縁 以 故 世 出

現 う 舎利 何 諸仏世 唯一大 因縁 以 故 世 出

現 う 諸仏世 衆生 仏知見 開 清 得

欲 故 世 出現 う 衆生 仏知見 示 欲 故 世 出現

う 衆生 仏知見 悟 欲 故 世 出現 う 衆生

仏知見 入 欲 故 世 出現 う 舎利 是 諸仏 唯一

大 因縁 以 故 世 出現 う 一 衆生 仏 いう一大 因

縁 一 衆生 開 示 悟 入 い い 世 仏 現

法 示 質 あ 現世利益 走 流 信仰 無い

あ

○ イン 中国 日 文 発音 合体 顕 法華経 中心

世界観 顕 い 日 文 限定固執 無い 日 文

国 信仰者 強要強 あ

○日蓮大聖人 顕 い 新 御前御返 全重《家散

日蓮 恩 人 扶 御 わ 奉 十羅刹定

偏頗 法師 ぼ

示 日蓮個人 断 え え い 自 無 南無妙法蓮華

経 法 信 う者 え 日蓮 十羅刹女 え批難 い 仏罰

う 示 日蓮 書 顕 い 日蓮 自 出来 個人的表現物

所 物 無い 示 い あ

○世 中 百億体 法 百億あ いう 法 一

全体 満 繋 い 全体 あ 諸法実相 一念 千 言う あ

百億体 根 中心 法 拝 百億 窓 あ 譬え 言え 森

羅万象 千大千世界 球体 法 球体 中心 百億 球体表面 中



心 向 い い 窓 百億 窓 見え 中味 全 生 根 中心

法一 あ 一 根 中心 法 一人一人 信仰者 伝え 各 庭

法 信心修行 百億 書 印 い あ

窓 法 無 窓 通 奥 法 あ 当 あ 法 実 信

者 胸中 肉弾 己心 仏界 い あ 窓 時

私 含 森羅万象 生 写 い 鏡 あ あ 方 生 南

無妙法蓮華経 仏 生 根 断 出来 い九界 生 え う

い 写 教え い あ 体 私 鏡 虚像

あ 鏡 用い 私 私 生 自覚 出来 い

あ

○仏教 基 的目的 何宗 あ う 一 衆生 仏 教え あ 一 衆生 仏

掲 い 霊験あ 病気 癒や商売繁盛 金運 良縁 厄払い 交通

全等 い い 宗教 宗教 無い あ 山 目指 色々

い 法論 勝 釈迦 恥 いう諺

全 一 衆生 仏 通 い う 釈迦 悟 法

弥 如来 悟 法 大日如来 悟 法 観音や薬師や地蔵 菩薩 修行

い 法 一 法 無 矛盾 釈迦 仏 弥 如来

仏 仏 う あ 基 的一 衆生 仏 立 い

一 前 目 譬え 示 う 釈迦 弥 如来等々 一 窓 あ 窓

覗い 見え 法 無 褄 合わ い 全 仏菩薩 悟

一 法 妙法蓮華経 あ 法華経 い あ 仏 拝

仏 悟 法 信仰 仏 様 仏 い いう 日蓮大聖人

示 あ

○ 問答抄 全」家家散 勝 用

勝 仏法 根 目的 あ 一 衆生 仏 法 満 顕 い

用い 値 い いう意味 あ

○日蓮大聖人 行菩薩 再誕 法華経継承 統 主張 日蓮 常 軽



菩薩 跡 継

寺泊御書 全重宵」散

法華経 世 法 儀式 去 軽品 今 勧持品今 勧持品 去 軽品

今 勧持品 来 軽品 時 日蓮 即 軽菩薩

法逆縁 荒凡 衆生 対 忍難 逆縁 種 いう 法華経 行者 生 方 示

行菩薩 常 軽菩薩 要素 一体 日蓮大聖人 法

立 あ

行菩薩 表示 い 常 軽菩薩 示 い

龍 法難直後 顕 自身 法 法華経 行者 常 軽菩薩

立場 示 い 常 軽菩薩 表示 い い 思わ

表示 い い 一層日蓮大聖人 時 日蓮 即 軽菩薩 立場

鮮明 表示 い あ

渡始顕 讃文 文永八 才辛 九 十 日蒙御勘 遠流 渡国 十

才癸酉七 八日図之 法華経大曼 羅 仏滅後 千 百 十余 一閻浮提之 曾

之日蓮始図之 如来現 猶多 嫉 況滅 後 法華経 通之故 留難 仏語 虚

也

常 軽菩薩 言葉 法華経身 法華経 行者 常 軽菩薩 立

場 示 い あ

○ 問答抄 全 》「】里

法華経 題目 以

示 い

報恩抄 全 建治 》「】家

日 乃至一閻浮提一 門 教主釈

示 い 釈 い 主張 法華経 釈 い

い 釈 方 い 主張 方々 い

釈 法華経 聞 修行 悟 仏 私 様 一 衆生 仏 貰い

い 考え 法華経 法 あ 法前仏後 法 然

い 後 仏 悟 あ 仏前法後 仏 い 仏 法 あ 衆生 い

考え 勘 い あ 神 荒唐無稽 地創造 主張 仏 地



創造 森羅万象全 生 共 共通 法 理 主張 あ

日蓮大聖人 教主釈 文面 真意

中央首題 必 南無釈迦牟 仏 書 あ 日蓮大聖人

一 南無妙法蓮華経 書 いう 釈 悟 中味 あ

悟 あ 報恩抄 釈 》《

明 一 仏菩薩 悟 中味 妙法蓮華経 いう意味 あ 門 教主釈

中味 あ 南無妙法蓮華経 いう意味 あ

○ 書写 一 向 右側 優 顕 い

動明王 右 愛染明王 左

鬼子母神 右 十羅刹女 左

大師 右 伝教大師 左

照大神 右 八幡大菩薩 左

多宝如来 右 釈迦牟 仏 左 いう 多宝如来 方 釈迦牟 仏

いう 多宝如来 使 任 妙法蓮華経 法 い

い 時代 国 於い 駆 宝塔 建 妙法蓮華経 法 真実 あ 証明

あ 多宝如来 中味 中央首題 南無妙法蓮華経 釈迦牟 仏 中味

南無妙法蓮華経 いう 示 多宝如来 顕 い あ

姿 釈 仏像 釈 拝 釈 中味 拝 釈

様 仏 出来 い 日蓮大聖人 々 法 衆生 示 い

理解 あ

※ 図表 解 寶院所属 米国法華講員 何 書い あ

知 い いう要望 入 組 当初 米国 方 漢 い

い 考え 組 い う 待 日 人 漢

容 い い い う 考え執筆 当然 日蓮大聖人 信

仰 い 方々 無 信仰 い い一般 方々 日蓮大聖人 顕

様 容 あ 様 法 魂 一 衆生 伝え う い

眼 触 方々 妙法 縁 認識 思い

米国創価学会 出 い 住O３ZO３ ２AP 見 貰い 何処 何 書



い あ 薄 あ 伝統的 幸福製造機 称 自

幸 自 中心 あ 中心 自 無い姿勢

垣間見 出来 何 何処 書い あ 無 ういう

意味 い いう 出来 触 う 書 配

序 依智 書 始 段階的 書 え い 姿 参考

様 書 い 考え 番

軽 冒涜 無 日蓮大聖人 日蓮 魂 南無

妙法蓮華経 無 法魂 一歩 直 近 一助 思い書

い 第 あ

「《》宵沢》》沢》宵 廣

住佐RO佛A RA佐）O


